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A F TREFBET AL (B 43H)

Studies on Anthracnose of Strawderry, Fragariae X ananassa Duch.

IV. Measures to Control the Disease
Seiju I sukawa , Kiichi N akavama | Zenzaburo O Gane

Summary
Measues to control the disease were studies, and the results are summarized as follows :

1. A cultueral method by sheet vinyl shelter from the rain in seedlig stage was very
effective to control strawberry anthracnose.

2. The occurence of disease declines with the decrease of amount of the basal -
N-fertilizer.

3. Both Prophylactic dipping and therpeutic dipping plants in Benomyl 50WP at 500
times dilution respectively were effective. Prophylactic sprays and therpeutic sprays of
Bitertanol 25WP at 2500 times dilution were effective to control strawberry anthracnose.

4 . The Benomyl-resistant strains of strawberry anthracnose were detected in Shizuoka
and Nagashaki prefecture, but they were not detected in Tochigi prefecture. They were
classified into two groups, MIC of which were less than 6.25 and more than 1.600ppm,
respectively.

5. Soil sterization with Methylbromide and Chloropicrin were effective in perithecium

in soil layer of 20cm depth.

[Bull. Tochigi Agr. Stn. ]
No. 36 : 49~58 (1989)
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栃木農試研報　No．3649〜58（1989）

　イチゴ炭そ病に関する研究

第4報イチゴ炭そ病の防除法

石川　成寿・田村　恭志・中山’喜一・大兼　善三郎

　　　　　　1　緒言

　イチゴ炭そ病の被害は親株床および子苗床で

多く、栃木県下で多発生した1987年には，子苗

床での発生面積率は15％に達した2）．そこで，

本病害の耕種的防除法および化学的防除法につ

いて検討した。耕種的防除法としては，本病の

被害が多発する子苗床および親株床でのビニー

ル被覆による雨除け栽培の防除効果と，本病の

発生が多くかつ窒素施用量も多い親株床を想定

した窒素施用量と発病との関係を検討した．化

学的防除法としては，これまで有効薬剤が指摘

されているが，いずれの試験でも発病後の薬剤

散布では効果が高くなく，予防的散布が重要で

あるとしている1’5〜l　D．一方，本病は潜在感

染することが知られ7〜9・無病株との区別は困難

である．潜在感染株に対して高い防除効果をあ

げるには，植物組織内への浸透性および殺菌力

が必須条件となってくる．そこで，薬剤の処理

方法として散布および株浸漬，処理時期として

予防的処理，治療的処理について検討するとと

もに，本病菌のベノミル耐性についても検討し

た．また，イチゴ罹病残渣上に本病菌の子のう

殻が形成され，土壌中に残在することが知られ

ており7），その防除方法についても，それぞれ

検討したので，その結果を報告する．

　　　　　　皿　試験方法

　1．耕種的防除

　1）イチゴ炭そ病の育苗期の雨除け栽培によ

　　る防除効果

　本試験は前年度に本病が多発生した，栃木農

試栃木分場内ほ場で実施した．雨除け処理は，

天幕部のみをビニル被覆した間口4．5mのビニ

ルハウス（K15型）内に親株床および子苗床を

設けることにより行った．試験規模は親株床1

処理当たり5株，子苗床は1処理当たり100株

とした．イチゴ品種は女峰を供して行った．親

株床への移植は1988年4月12日，子苗床への移

植は8月3日に実施し，発病調査は定植時の9

月13日に発病株率を算出した．

　2）イチゴ炭そ病の発病と窒素施用量との関

　　係

　栃木農試場内で，試験規模は1処理9鉢とし

実施した．イチゴ品種は女峰を供して行なった．

各処理の内容は第2表に示した．各処理の肥料

三要素は，窒素は硝安，燐酸は過燐酸石灰，加

里は硫酸加里で調節した．イチゴ苗は1988年11

月30日に鉢に移植し，7日間ガラス室内で管理

した．接種菌は1987年8月20日に二宮町物部の

女峰の発病株から常法12）により組織分離した

イチゴ炭そ病菌NM−1菌株を供した．NM

−1菌株をPD液体培地で25℃で3週間振盟培

養後，7日間室内に静置して得られた分生胞子

懸濁液を殺菌水で1m」当たり5．1×10個に調整

し接種した．以後，28℃，12時間照明，空気湿

度を照明時55％，消燈時85％とした陽光恒温室

に収めた．調査は接種5日後の12月12日に，斑

点型病斑を上位から4枚の完全展開葉について

調査した．発病度については，発病程度別に株

数を調査し，次式で算出した．1発病指数0：

無発病，1：葉柄数の1／2未満に発病，葉に

大型病斑，2：葉柄数の1／2以上に発病，3：

萎ちょう，4：枯死1
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